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① E.A. ~yXOi4JIHHCKHR: 1t30paHHble np0143Ee.leHHJI 13 nRTH Ta..ax 
(~PaJ1RHC )，ヌa mi<OJlaシKHeb， 1979 -80) 
② スホムリンスキー著，川野辺敏訳『子どもを信頗しようJ(新読書社， 1974.1) 
③ スホムリンスキー着，笹尾道子訳『教育の刀を信じてーソビエトの教師と学綬J(新読書社， 1974.10) 
④ スホムリンスキー箸，笹尾道子訳『教育の仕事ーまCとろを子どもたちに簿げるJ(新読書社， 1975.6 ) 
⑤ ソロベイチク編，スホムリンスキー著，伊集院俊隆， 1野辺敏，福井研介共訳， r教育と教師についてj
(新読書社， 1977.10) 
はお，注記に際しては，邦訳のあるものはそれに従L、，①Kついては論文名と当該箇所を示す。
(1) "fa，t)u40H1aA T以exHa可aJIi'， T • 5， CT P• 59 9-C 09 • 
. (2) 文鰍ID，p •p •8 -9 ，及び文献⑨1，p.12. 
• 
( 3) 同 l_:， p.9. 
(4) "T i:'y Jl J1y凶o"，T.5， cTy.乙己4.
. (5) 文献②， p.8. 
( ，)J M. 1 ra iJ1~ 0 HH.i T _tJe X Ha可aJl"， T.5，CTp.602. 
( 7) . 文鰍~， p.9. 
(1) 文鰍⑨" p.14.参照。マカレンコについては，例えば『マカレンコ全集J(明治図書， 1965)第6巻，
p.P.‘40-“1を参照の乙と。
(9) 文猷~ p.lO，及び文献③p.194.参照。







(12) 文部省『中学校学習指導要領j( 1977.7 )第8章
(13) JM ・ "TIe.IlarOrø 'ieCKa瓦~HL¥Jt1KJI oneAii.ri色U，( s3J.aTeJl bCTBO 4 COseTCKa.s 
己日叫ßKJ1 0neJ1.HR~ ttiOCKDa， 19b8 It TpY.DoEoe 忌OCsHTaHHetl(CT'p.308-3091
1 "T1Jy，.uOI.Oe o6y可eHseu(CT，iJ.31乙). 
(14) ;1・.TI，tJOO.neMhI BOCOHTaHH.fi忌ceCTopOHHepa3EHTO抗JlHqHQC.TH"，T.1， 
CT1'.176. 
(15) GM. TaM五e，cTp.1SO-182. 
(16) 総合技術教育の考え方については拙稿， rクループスカヤの総合技術教育観J(大阪市立大学文学部教育学
研究室 「教育学論集j第4号，昭和53年所収)を，参照されたL、。
(17) JM. 1 nl~，OOJl eMbI LocnHTaHH.fI BcecTopoHHe pa3BHTo詠 JIH¥lHOCTHtI，T.1， 
CTp.13と.
(18) GM・ TaMAe， CT'p・1可4.





マルクス箸，長谷部文雄訳『資本論J(青木書庖， ，1954 ) p.p. 774 -775. 
‘ 同上， p.775. 
• 
(24) Cr.t.1tTpY.Il--OCHOるa ECeCTOpOHHerOρa3BHTH.H可eJIOBeKa"，T.5，CTp.155. 
(25) TaM蕊e，CTp.156. 
(26) 014・TaMj正e，CTp.157. H '~neJJ.arOrHqeCKaSl 3H~KKJIOneJJ.H.fl 1" 
(~3JJ.aTeJl DCTBO ~CoBeTcKa.ß 3H~HKnone~HH. MOCKB8， 1964 
1忌CeCTOJ=lOHHe 土ia3EHTHeJIHqHOCTK" CTp・429.
(21) σM・"Tpy，a--OCHOEaBcecTol，oHHero 1)a3EHT沼尻 '1eJIOEeKa"， T.5，CT，1)・153.
(28) TaM広e.
α9) CM. TaM Jte， CTp.159. 
(30) TaM誕e.
(31) TaM l<e， C Tぷ.153.
(32) TaM Js(e， CT.p.166. 
(3) 前出， r資本論Jp. 604.参照。
(34) CM. TUM誕e，CTp.lじoH 166_ 
(35) TUM ~民e ， cT_tJ.1b8. 
(36) CM・ TaM誕e，CTど・1と6-168.
(31) 以下， dZ痛は，問題とする側面によって教綬，あるいは学習とも記述する。
(38) "ra.tJMoHH.fi T pex Ha -qaJl"， T. 5， CT上J・じ匂3.
(39) 文献③1，p.192. 
.._ 46 ~ 







1 npOdJleKbI BOCDHTaHHA LCe C TOぷ ~ HHe .t"a3 lJl1 TOi~ JIl1¥1HOCTl1"， 'r.l， CTp.・
1J3.，"上a3I'OlJO上 C MCλOJlbIU .AM~er~TOpM 国1<O.aLI 1 ( Ee c e.la lJT 0上)aJl)， 
T. 1， CT.1J・ 154.
(41) t1 fapuuHHR T ~ex HU可aJl"，T • 5 ， CT .p・乞03.
( 42) .，;. . T8W j低e，CT，t-'・しり2ー しJ0.




(45) 1 rap~OHH.í王 T .，t)ex Ha可aJI"，'1 . 5， CT上J.じじ乙 .スホムリンスキーは別のと乙ろで乙うもいつ
ている。 f?曹のまったく掻初から学びfこがら江かったよう伝子どもはいはいいまたいるわけも佳い。知
的労働ができはい ζとが，や町?こがらえ正くさせ，や町?こがらえ正い ζ とが，自持をうみ，~すのである J (文献
⑤， p.102)と。彼の基本的位考え方は，学柔不信長は学業ができる ζとによってしか解決されむいという ζ
とである。 一般的にいえば， r教育，教養，科学・文化・芸術の富K加わる乙とがまさに入閣が篇縛と思
考の堕か往生活へ志向する乙と令保障する jのである。
( 11口ょ.Is.iJo，aa，T J.Jy J1， UH.I.) 0 BQ ~ ~企JeHue "， T.5，c Ty.5fLJ，. ) 
(46) 文献③， p.261. 
(41) "rafMOHH.fi T .Jex Ha可ax" T.5，c TbJ.bU7. 別のと乙ろではζ ういう。 r労働教育は，机
の前，本の前ではじめられる。一一それは厳も後鍾位<工作台:>であり，それを習得するととはそう容易
位乙とでは位いjと。しかし， ζ 乙において自分の無為，イミ精，怠惰を嵯蔑す るようにえよる乙とκ 「人閥的
々ものの世界への厳初の分鮫点 J:があると彼はいっている。
( "nrOCSJIelaCll bocnsTaH14.fi bCeCTO_l)OHHe l-'U3bl1TOil Jll1可HOCTsI ，l'.l，CT上J・
1 3 ~ .) 
( 41) 勉強は労・であり乙れを遊びKしてしまってはいけ位いとスホムリ ンスキー はし、うが， 同時にその問。ζ万里
の長繊を築いてはいけ位いとい、っている。遊びとは，広〈多面的な観念であ句，創造力や空錫力を強く緊
娠させている時も遊びと考える ζ とがで~，特K.it学前期Sζ おいては知力の遊び位しKは学習はあ句えない
と彼は考えても、る。(文献⑨ p.77.およびP小 110-111.参照)








コM・"CJ10110 K Y可eHHKay"，T.5 ， CT~. G 15. 
1w. TaM誕e. M "Po混4eHIf1e r ~a込i8 l-iMHa" ， T.ぃ， CTρ.44ら-・ なお，彼によれば第
二の，つま句還侭カリキ a ラふの脅仰は，青少年の知的自己纏認，集団の多面的精神生活，精神的豊かさの





曹に求められている。( ]M. TBN ぷe， C T J.i ・生44. ) 
(55) ~ ~~. " ~Jl 0 b 0 K Y可eH抗Kaw"， T.5，CT，iJ・七45. および以下の記述を参照の乙と。 r綬業で習
得すべき抽象的興実，総Æ~)多ければ多いだけ，その知的労働がは句つめていればいるだけ，生徒は知識の
源東である自然にますます注厳を向けねば位らない乙とにえよるし，周囲の倣界の形象や光最が生徒の意識の
はかfC，よ句あざやかに刻まれねば位らえi(位るのだJ0 (文献③， p.l '9. ) 
(56) 文献⑨， p. 77. 
(57) スホムリンスキーは，恩考が感情によって裏づけられる ζ とを非常に重慢する。「感情は，知識の種が落ち
る肥沃は土寝のようむものである。種は発芽するjといっている。(文献③， p.269. ) 
(58) 文献⑤， p.101. 
(59) "n土;Hl-，OJla t T土JyJlt 1"l1POb033~eHlielt ， T. 5， CT l-'・5811.
(60) 文献⑨， p.52. 
(61) 同上，その他文献③， p.429 f.lど参照。
(62) 文献⑨， p.291. 
(63) 文献⑨ p・“6.
(“〉 乙の例は多くの箇所で引かれている。
JM・11Pa3roBop C MOJlOJlbU4 J1H土JeKTo.pOMWKOJIbIlt l Eece-aa BTopa.'!) 
T • 4 ， C T P • .150-154・以 "T，iJYJl s 6o_tJb6a"，T.5，CTp.5ビO-5C5・ u
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